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湖東中学校 
体育祭 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年9月に発行しました「好きやねん湖東」135号におきまして、お名前に誤りがありました。正しくは以下のとおりです。 

―病児保育って何？！― 

（誤）あいとう診療所の 横田 哲朗（てつお）医師 

（正）あいとう診療所の 横田 哲朗（てつろう）医師 

大変失礼いたしました。 ここに訂正をさせていただきます。 

自治会懇談会を開催！ 
 
湖東地区まちづくり協議会では、今年度の自治会懇談会を９月 15 日、  

21日、27日に開催しました。 

昨年度は、各自治会を巡回しましたが、今年度は、学区毎に自治会長   

およびまちづくり推進員にお集まりいただきました。 

懇談会では、湖東地区の少子高齢化や財政問題、さらにこれから地域や  

自治会がどうしていくべきかなどを話し合いました。また、自治会からの  

課題としては、 

・商工会の街灯が年度末の３月で廃止になるので電気料金が負担となる。 

・民生委員の候補者がいない。 

・今後自治会でも少子高齢化になるので、行事をやめる、続けるの取捨選択

の必要にせまられている。 

・人口減少や若い人が出ていくのは、農振地域（青地）の緩和が進まない   

からと考えられる。 

・空き家調査の追加調査はどういった空き家を調査するのか。 
 

などの意見や課題が提起されました。 
 

今後、市政懇話会や現在も続けている市との話し合い等の中で解決を模索

していきたいと考えています。 

資源回収にご協力いただき、ありがとうございました！ 
９月 3 日の資源回収では、ダンボール 2,430 ㎏、新聞 2,880 ㎏、雑誌（雑がみ）

3,160㎏、古着（ウエス）1,770㎏ を回収しました。 

今回、少し気になったことは、段ボールと厚紙が混在していたことです。厚紙は『雑

がみ』として【雑誌】で回収させていただいています。アイスクリームの外箱やティッ

シュの箱、トイレットペーパーの芯は段ボールではなく、雑がみ【雑誌】として出して

ください。 

右下の写真のように紙袋に入れて頂き、袋をガムテープで止めるか、紐などでくくっ

て いただくと、分別も楽になるかと思います。 

さらに、回収された【段ボール】は段ボールとしてリサイクルされますのでしっかり

と分別したいですね。「段ボールかな？雑がみかな？」と迷われた場合は、右のマークを

探してみてください。 

また、湖東地区の小学校、中学校でも資源回収をされています。資源回収の収入は児

童、生徒の学校生活充実のために使われます。各学校の実施日は下記のとおりです。 

湖東中学校：12月 4日 

第一小学校：10月15日に実施されました 

第二小学校：11月12日 

第三小学校：11月12日 

皆さまのご協力をお願い致します。 

ダンボールのマーク 

紙のマーク 

9月27日の様子 

9月21日の様子 

９月15日の様子 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 腹が減っては“いくさができぬ”の食いしん防災隊、

今回はじめて厨房を離れ、ひばり幼児園におじゃまし

ました。９月６、７日にかけて、計 160 名の子ども

たちの前で演芸会……じゃなく防災紙芝居ショーを 

おこないました。  

 ５歳児クラスには台風とゲリラ豪雨、４歳児クラス

には地震から身を守る方法のお話。防災隊がやると 

どうしてもコント仕立てになってしまうのですが、 

子どもたちはみんなお行儀よく熱心に耳を傾けてくれ

ました。まあ大体は・・・ 

 この日の内容をもとに、スポーツフェスタの防災 

○×クイズで使う問題を、子どもたちに作って（選ん

で）もらいました。それがどんな問題か、10 月９日

のとおりです。小学生の作ってくれたものも出ました

よ。 

 しっかし、ヤングな子どもたちはパワフルですね～。

あのパワーを 10 分の１でもいいから分けてもらい 

たい。てゆーか、園の 

先生がた本当にご苦労 

さまです。 

今度は、防災食クッキ 

ングにも来てください 

ね！    （秋彦） 

～ こちら防災コミュニティ部会 ～ 
 
食いしん防災隊 幼児園へ行く！ 

低い姿勢で守ります 

 

『敬老会』のあり方について 
 
例年にならい、今年も小八木町では敬老会を開催しました。他町の話もいろいろ聞いていますが、 

運営そのものが難しい時代になってきたと感じています。 

随分昔になりますが、以前の敬老会は、役員と役員婦人、それに婦人会の役員さんの協力を得て、 

手作りの料理と、町内の方による講話をうかがったり、また、近隣より余興芸の披露をしていただい 

たりして、お昼前後の数時間を楽しんでいただくような形態であったと記憶しています。 

『敬老の日』は、もともと兵庫県のとある町の行事として始まったと聞いています。それが、兵庫県内に広まり、全国に広が

っていったとされています。同時に国として『としよりの日』が制定され、名前が『老人の日』と変わり、さらに『敬老の日』

と変わったようです。 

今年は日本国内で１００歳以上の老人が 65,000 人を上回ったそうで、昨年まで純銀製の杯を贈られていたのが今年は   

銀メッキに変更されたとのニュースがありました。 

今後、更に高齢者の方の比率は高まると予想されており、今までの同じ形での行事を続けることの是非についても考えていく

時期に来ているのではないかと思います。 

一方、最近のアンケートによると、高齢者が『敬老の日』に望むものは、子や孫からの手紙や、訪問等が多かったとのことで

す。昔のような大家族が少なくなり、老夫婦は田舎に住み、若夫婦は都会に住む、または、近くであっても、別棟を建てて住む、   

あるいは二世帯住宅のような形が増えていっていることを背景に、老人の孤独感が強まっていることが底流にあるように思い  

ます。 

兵庫県のとある町から始まった『敬老の日』は、老人を敬い、経験豊かな老人の知恵をまちづくりに活かし、豊かな町にして   

いきたいとの思いからだと聞いています。 

我々も、この最初の思いに立ち返り、地域としての絆が深まるような、また、各世代がともに語り合い、よりよい地域を    

作っていけるような取り組みが必要ではないかと考えます。               （小八木町自治会長 角間 政弘） 
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１・15日 （火）10:00～ フラダンス教室

1･15･29日（火）19:30～ コーラス教室

２日 （水）19:30～ 四季の花に親しむ教室

５日 （土）９:00～ こどもクッキング教室

９日 （水）８:30～ 郷土探訪教室

10日 （木）９:30～ ミラクルレディー教室

10日 （木）13:30～ 書道教室

14・28日 （月）19:30～ 三味線に挑戦

15日 （火）13:30～ パティシエに学ぶ本格ｽｲｰﾂ教室

　　    11月　さざんか学習講座

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

読者プレゼント！ 
 

“CRADLE(クレイドル)”さん提供『ブレンドコーヒー1 杯無料券』を5 名の方にプレゼントします。ご希望の方は、住所、
氏名、電話番号をご記入の上、裏表紙下記載、湖東地区まちづくり協議会までハガキ、メールまたはFAXでご応募ください。                  
締め切り：11月15日（火）必着  

 

 

絵を描こう 

～まちカフェ通信～ 
１１月のまちカフェは下記のとおりです。 

★１回目・・・【観葉植物を育てよう】 

１１月 ７日（月）１１時～１２時 

観葉植物は空気清浄効果やリラックス効果があるといわ

れています。緑のある生活を始めてみませんか？ 

★２回目・・・【絵手紙で年賀状を作ろう】 

１１月２４日（木）１０時半～１２時 

竹ペンなどを使って手作りの絵手紙を作ります。クリス

マスカードや年賀状など、お好きなものを作っていただ

けます。 

《場 所》 湖東コミセン別館 多目的ホール 

コーヒー（デザート付）を２００円で提供します。 

湖東地区地域教育協議会主催「ことう通学合宿」２泊３日！  
「ことう通学合宿」は小学校5･6年42名の参加のもと、9月29 日（木）から１０月1日（土）まで湖東コミセンを    

会場に行われた。通学合宿は「こども体験活動」の一環として実施される 

もので、県内の多くの市町でも取り組まれている。 

子どもの感想 
「通学合宿には、友達に誘われて参加しました。家の人もぜひ参加しな 

さいと言ってくれた。ドミノ立ては、大変だが工夫して作るのはとても 

楽しかった。夜は、なかなか寝られず友達としゃべっていた。そのせい 

で朝は、ねむたかった。他の小学校の子とも仲良くなれた。来年も絶対 

参加したい。」（第三小５年 中嶋さん、稲本さん） 

 

 

 

 

 

 

今年６月２９日にオープン。オーナーは中山さん（東近江市五個荘地区）です。お店の名前は  

英語で「ゆりかご」という意味です。その名のとおり店内には、ゆりかごの椅子（８０kg 制限）

が４席用意され、リラックスムードが漂っています。また、ライティングデスクやテーブル、   

椅子などは、アンティークで落ち着いた雰囲気です。 

オーナーのお薦めは、砂糖無しでも甘みを持つベトナムコーヒーです。焙煎 [ばいせん] 後に 

味の調整（バターや魚醤〔ぎょしょう〕などを入れる）を行うのが特長だとか…… 一度は味わっ

てみたいコーヒーです。その他、手作りケーキ、モーニング、日替わりランチ、ホットサンドなど

が楽しめます。より多くの方に喜んでお店を利用してもらおうと、２階にいくつかのレンタル  

ルームが設けられています。女子会や仕事などの 

打ち合わせ、カルチャー教室、サークルなどにも 

利用できそうですね。（山口） 

営業時間  9：00 ～ 19：00  

（土、日は21：00まで） 
定休日    火曜日 
電話番号   0749-20-3315 
ホームページ r.goope.jp/cradle 

Ｔhe Relax cafe CRADLE［クレイドル］  （小池町） 

“ゆりかご”の椅子 

http://www.sukisuki-koto.jp/
mailto:suki-koto@e-omi.ne.jp
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